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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

　

回次
第106期
第３四半期
連結累計期間

第107期
第３四半期
連結累計期間

第106期

会計期間
自 平成24年１月１日
至 平成24年９月30日

自 平成25年１月１日
至 平成25年９月30日

自 平成24年１月１日
至 平成24年12月31日

売上高 (百万円) 59,827 60,232 85,367

経常利益 (百万円) 1,550 1,196 2,772

四半期(当期)純利益 (百万円) 832 518 1,251

四半期包括利益又は包括利益 (百万円) 943 683 1,432

純資産額 (百万円) 19,987 20,615 20,474

総資産額 (百万円) 54,865 52,118 59,827

１株当たり四半期(当期)
純利益金額

(円) 12.89 8.26 19.52

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 32.3 35.3 30.4

　

回次
第106期
第３四半期
連結会計期間

第107期
第３四半期
連結会計期間

会計期間
自 平成24年７月１日
至 平成24年９月30日

自 平成25年７月１日
至 平成25年９月30日

１株当たり四半期純利益金額
又は四半期純損失金額(△)

(円) 4.34 △0.65

(注) １　当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載

しておりません。

２　売上高には、消費税等は含まれておりません。

３　「潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額」については、潜在株式が存在しないため記載して

おりません。
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２ 【事業の内容】

　

当第３四半期連結累計期間において、当社グループ(当社及び当社の関係会社)において営まれている事

業の内容に重要な変更はありません。

　また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

当第３四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。また、前事業年度

の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

　

２ 【経営上の重要な契約等】

当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等は行われておりません。

　

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(１) 業績の状況

当第３四半期連結累計期間(平成25年１月１日から９月30日)におけるわが国経済は、経済政策の期待感

から、株価の上昇や消費マインドに上向きが見られるなど、緩やかな回復基調を示しております。一方

で、円安による輸入価格の高騰や海外景気の下振れなど、景気の先行きは不透明な状況が続いておりま

す。

　酒類業界におきましても、原材料価格の高騰やエネルギー価格の不安定さなどが企業収益に影響を及ぼ

す大きな要因となっております。また、依然として消費者の節約志向や低価格志向が強く、厳しい経営環

境が続く状況となっております。

このような経営環境の下、当第３四半期連結累計期間の売上高は、60,232百万円(前年同期比0.7％増)

と過去最高となりました。

　利益面では、販売費及び一般管理費の低減に努めたものの、円安による輸入価格の高騰、原材料価格や

エネルギー価格の上昇等が大きく影響し、営業利益は1,215百万円(前年同期比25.6％減)、経常利益は

1,196百万円(前年同期比22.9％減)となりました。四半期純利益については、前年同期に地方自治体から

の補助金等を特別利益に計上していたため、518百万円(前年同期比37.7％減)となりました。

　

セグメントの業績を示すと、次のとおりであります。

　

＜酒類事業＞

酒類事業については、お客様起点の発想に立った商品開発を第一に考え、「安心」・「安全」が評価さ

れているプライベートブランド商品(ＰＢ商品)を積極的に展開しました。しかしながら、一部飲食店の閉

鎖による売上の減少もあり、酒類事業合計の売上高は52,824百万円(前年同期比0.8％減)となりました。

利益面につきましては、販売費及び一般管理費の低減に努めたものの、円安による輸入価格の高騰、原材

料価格やエネルギー価格の上昇が大きく影響し、営業利益は115百万円(前年同期比84.6％減)となりまし

た。

酒類事業のうち焼酎においては、甲類焼酎がＰＢ商品を中心に好調に推移したものの、乙類焼酎が減少

したことにより、焼酎全体の売上高は28,666百万円(前年同期比0.8％減)となりました。

　チューハイ、カクテル等の低アルコール飲料においては、アルコール分高めのストロングを追加した

「直球勝負」などが堅調に推移いたしました。また、７月に発売したノンアルコール飲料「ノンアルタイ

ム」が好調に推移しており、売上高は5,635百万円(前年同期比1.3％増)となりました。

清酒においては、市場縮小の影響を受け、売上高は5,167百万円(前年同期比4.4％減)となりました。

　合成清酒においては、需要の減少により、売上高は2,688百万円(前年同期比6.5％減)となりました。

　アルコールにおいては、甲類焼酎や清酒等に使用される酒類原料用アルコールが増加したため、アル

コール全体の売上高は4,687百万円(前年同期比1.6％増)となりました。
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洋酒では、梅酒において、しそ焼酎「鍛高譚(たんたかたん)」と同じ原料を使用した「鍛高譚の梅酒」

が好調に推移し前年同期を上回りました。しかしながら、紙パック商品の減少等により、梅酒全体の売上

高は前年同期と比較して減少いたしました。

ワインにおいては、手軽で値頃感のある紙パック商品の他、初代世界最優秀ソムリエのジャン=リュッ

ク・プトー氏が選定したワイン「プトー・セレクション」などが好調に推移したため、ワイン全体の売上

高は前年同期と比較して増加いたしました。

　その他の洋酒においては、ＰＢ商品のウイスキーが好調に推移したため、売上高は増加いたしました。

　その結果、洋酒全体の売上高は4,716百万円(前年同期比6.6％増)となりました。

　その他については、飲食店の売上が減少した結果、売上高は873百万円(前年同期比17.7％減)となりま

した。

　

＜加工用澱粉事業＞

加工用澱粉事業については、菓子用やビール用コーングリッツ等が好調に推移したことにより、売上高

は3,156百万円(前年同期比8.1％増)となりました。しかしながら、利益面では、原材料価格の上昇が大き

く影響し、23百万円(前年同期比84.8％減)となりました。

　

＜酵素医薬品事業＞

原薬では、ジェネリック医薬品原薬の高脂血症治療用原薬や糖尿病治療用原薬が減少したため、売上高

は減少いたしました。

　診断薬では、便潜血検査試薬等の減少により、売上高は減少いたしました。

　しかしながら、酵素では、乳糖分解酵素(ラクターゼ)が乳製品の甘味やなめらかさを向上させる効果も

評価され、海外における販売が大幅に増加したため、酵素医薬品事業全体の売上高は3,034百万円(前年同

期比18.7％増)、営業利益は951百万円(前年同期比74.6%増)と過去最高となりました。

　

＜不動産事業＞

不動産事業は、賃貸借契約の減少があったため、売上高は286百万円(前年同期比2.3％減)となり、営業

利益は201百万円(前年同期比3.3％減)となりました。

　

＜バイオエタノール事業＞

バイオエタノール事業については、販売数量の増加や販売単価の上昇により、売上高は879百万円(前年

同期比16.5％増)と増加いたしました。一方で利益面では、原料米単価の高騰が大きく影響し、82百万円

の営業損失(前年同期は32百万円の営業損失)となりました。

　

(２)財政状態の分析

当第３四半期連結会計期間末の総資産につきましては、52,118百万円となり、前連結会計年度末と比較

し7,709百万円の減少となりました。これは主に季節要因による売上高の減少により、受取手形及び売掛

金等が減少したことによるものであります。

負債につきましては、31,503百万円となり、前連結会計年度末と比較して7,849百万円の減少となりま

した。これは主に未払酒税及び未払法人税等が減少したことによるものであります。

純資産につきましては、20,615百万円となり、前連結会計年度末と比較して140百万円の増加となりま

した。これは主にその他有価証券評価差額及び利益剰余金が増加したことによるものであります。

　

(３) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありませ

ん。

なお、当社は財務及び事業の方針の決定を支配する者の在り方に関する基本方針を定めており、その内

容等(会社法施行規則第118条第３号に掲げる事項)は次のとおりであります。
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①株式会社の支配に関する基本方針

当社グループは、機動的な事業展開による最適経営を可能とする持株会社体制の下、酒類事業や酵素

医薬品事業等の分野において、発酵技術等を核とする「バイオテクノロジー」をベースとした事業活動

を展開しております。

　具体的には「顧客志向」と「収益志向」を経営の基本に据えたグループ経営を徹底し、中長期的な経

営戦略に基づき企業価値の向上に努めることにより、業容の拡大、収益力の強化を図っております。

　今後もこれらの取組みを継続しながら、株主の皆様、お客様をはじめとした取引先との関係を永続的

に維持・発展させ、安定的な経営を行うことにより、当社及び当社グループ全体の持続的な企業価値向

上並びに当社株主の皆様をはじめとするあらゆるステークホルダーの共同の利益を確保することを会社

の財務及び事業の方針の決定を支配する者の在り方に関する基本方針としております。

　

②基本方針の実現に資する取組み

ア．企業価値の最大化に向けた経営戦略

当社グループは、「自然の恵みを活かし、バイオ技術をベースに、人々に食の楽しさと健やかな

くらしを提供します。」というグループ企業理念の下、酒類事業や酵素医薬品事業等の分野におい

て、発酵技術等を核とする「バイオテクノロジー」をベースとした事業活動を展開しております。

その中で、お客様に「安心」・「安全」をお届けすることを第一に考え、普遍の概念である「顧

客志向」と「収益志向」を追求し、「将来価値の共創」を通じて、経営品質の向上、ひいてはグ

ループ企業価値の最大化を図ることを経営の基本としております。

イ．コーポレート・ガバナンスの強化による企業価値の最大化

当社は、当社の企業価値・株主共同利益の確保・向上のために不可欠な仕組みである「コーポ

レート・ガバナンスの強化」を重要な課題として取り組んでおります。コーポレート・ガバナンス

の具体的な内容につきましては、当社ウェブサイト(http://www.oenon.jp)をご参照ください。

ウ．不適切な支配防止のための取組み

当社は、平成25年３月22日開催の当社定時株主総会における株主の皆様のご承認を受け、当社の

企業価値・株主共同の利益の確保・向上のため、不適切な者によって当社の財務及び事業の方針の

決定が支配されることを防止するための取組みとして、当社株式の大規模買付行為に関する対応方

針(以下「本大規模買付ルール」といいます。)を更新しております。

　本大規模買付ルールは、株主の皆様をはじめとしたステークホルダーが適切な判断をするために

必要かつ十分な情報と時間を確保するとともに、当社取締役会が代替案を提示し、必要に応じて大

規模買付者と交渉をする等の対応が可能となる時間・機会を確保することにより、当社の企業価

値・株主共同の利益を確保し、向上させることを目的としております。本大規模買付ルールの具体

的な内容につきましては、当社ウェブサイト（http://www.oenon.jp）をご参照ください。

当社取締役会が、大規模買付行為の内容を評価・検討し、大規模買付者との協議・交渉の結果、

一定の対抗措置をとることが相当であると判断した場合には、評価期間の開始又は終了の有無を問

わず、新株予約権の発行等、会社法その他法令及び当社の定款が取締役会の権限として認める対応

措置をとることがあります。
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本大規模買付ルールは、以下のように合理性が担保されており、上記基本方針に沿うものであり

ます。

ⅰ．本大規模買付ルールは、買収防衛策に関する指針及び法令・判例等の要件等を踏まえた内容であ

ります。

ⅱ．本大規模買付ルールは、株主共同の利益を確保・向上させるという目的をもって導入されており

ます。

ⅲ．本大規模買付ルールは、株主総会の承認可決を条件として更新されたものであること、対抗措置

の実施について株主の皆様の意思を確認させていただく場合もあること及び有効期間は３年間と

するサンセット条項が付されており、かつ有効期間満了前であっても株主総会において廃止する

ことが可能であることから、本大規模買付ルール存続の適否には株主の皆様のご意向が確認さ

れ、反映されることとなっております。

ⅳ．取締役会の恣意的判断を排除し、本大規模買付ルールの発動等の運用に際しての実質的な判断を

客観的に行う機関として独立委員会を設置しております。また、同委員会の判断の概要について

は、情報開示することとし、本大規模買付ルールの透明な運営が行われる仕組みを確保しており

ます。

ⅴ．対抗措置は、合理的かつ詳細な客観的要件が充足されなければ発動されないように設定されてお

り、当社取締役会による恣意的な発動を防止するための仕組みを確保しております。

ⅵ．デッドハンド型買収防衛策やスローハンド型買収防衛策ではなく、株主総会で選任された取締役

で構成される取締役会によっても本大規模買付ルールを廃止することが可能であります。

　

③基本方針の実現に資する取組みについての当社取締役の判断及びその判断に係る理由

上記②基本方針の実現に資する取組みは、いずれも、当社の企業価値・株主共同の利益を確保し向上

を目的とするものであります。その結果として、当社の企業価値及び株主の共同の利益を著しく損なう

大量買付者が現れる危険性を低減するものとなり、上記①株式会社の支配に関する基本方針に沿うもの

であると考えます。

また、当該取組みは、当社の企業価値を向上させるものであることから、当社株主の共同の利益を損

なうものではなく、当社取締役の地位の維持を目的とするものではないことは明らかであると考えま

す。

　

(４) 研究開発活動

当第３四半期連結累計期間における当社グループの研究開発費の総額は350百万円であります。

　なお、当第３四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありま

せん。
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第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 200,000,000

計 200,000,000

　

② 【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末
現在発行数(株)
(平成25年９月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成25年11月12日)

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 65,586,196 65,586,196
東京証券取引所
（市場第１部）

完全議決権株式であり、権利内
容に何ら限定のない当社におけ
る標準となる株式
単元株式数は1,000株であります

計 65,586,196 65,586,196 ― ―

　

　

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

　

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(千株)

発行済株式
総数残高
(千株)

資本金増減額
(百万円)

資本金残高
(百万円)

資本準備金
増減額
(百万円)

資本準備金
残高
(百万円)

平成25年７月１日
～

平成25年９月30日
― 65,586 ― 6,946 ― 5,549

　

(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(7) 【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できな

いため、記載することができないことから、直前の基準日(平成25年６月30日)に基づく株主名簿によ

る記載をしております。

　

① 【発行済株式】

　 　 　 平成25年６月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)
普通株式 2,831,000

―
権利内容に何ら限定のない当社にお
ける標準となる株式

完全議決権株式(その他)
普通株式

62,328,000
62,328 同上

単元未満株式 普通株式  427,196 ― 同上

発行済株式総数 65,586,196 ― ―

総株主の議決権 ― 62,328 ―

(注) １　「完全議決権株式(その他)」の中には、証券保管振替機構名義の株式が4,000株(議決権４個)含まれており

ます。

２　「単元未満株式」には、当社所有の自己株式が 205株含まれております。

　

② 【自己株式等】

　 　 平成25年６月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)
オエノンホールディングス
株式会社

東京都中央区銀座６丁目
２番10号

2,831,000 ― 2,831,000 4.31

計 ― 2,831,000 ― 2,831,000 4.31

　

　

２ 【役員の状況】

　　該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成

19年内閣府令第64号)に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間(平成25年７月１

日から平成25年９月30日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成25年１月１日から平成25年９月30日ま

で)に係る四半期連結財務諸表について、新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けておりま

す。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成24年12月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成25年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,572 1,055

受取手形及び売掛金
※1, ※3 23,655 ※3 14,346

有価証券 － 2

商品及び製品 6,459 7,379

仕掛品 336 447

原材料及び貯蔵品 1,254 1,514

繰延税金資産 833 726

その他 890 964

貸倒引当金 △40 △16

流動資産合計 34,962 26,421

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 25,349 25,576

減価償却累計額 △16,728 △17,115

建物及び構築物（純額） 8,621 8,460

機械装置及び運搬具 30,695 31,726

減価償却累計額 △26,815 △27,120

機械装置及び運搬具（純額） 3,880 4,605

その他 2,395 2,323

減価償却累計額 △2,060 △2,082

その他（純額） 334 241

土地 8,835 8,883

建設仮勘定 416 563

有形固定資産合計 22,089 22,755

無形固定資産

のれん 519 472

その他 499 458

無形固定資産合計 1,018 930

投資その他の資産

投資有価証券 1,119 1,357

長期貸付金 0 0

繰延税金資産 251 256

その他 403 421

貸倒引当金 △17 △24

投資その他の資産合計 1,757 2,011

固定資産合計 24,865 25,696

資産合計 59,827 52,118
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成24年12月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成25年９月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金
※1 6,726 5,614

短期借入金 880 1,330

リース債務 61 61

未払金 4,591 3,452

未払酒税 9,971 4,959

未払法人税等 1,021 78

賞与引当金 58 421

役員賞与引当金 51 38

設備関係支払手形
※1 453 1,007

その他 1,283 598

流動負債合計 25,100 17,561

固定負債

長期借入金 9,020 8,180

長期預り金 3,306 3,418

リース債務 94 48

退職給付引当金 1,244 1,253

資産除去債務 135 136

繰延税金負債 306 382

その他 144 522

固定負債合計 14,252 13,941

負債合計 39,352 31,503

純資産の部

株主資本

資本金 6,946 6,946

資本剰余金 5,576 5,576

利益剰余金 6,147 6,226

自己株式 △559 △562

株主資本合計 18,110 18,187

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 61 211

繰延ヘッジ損益 12 1

その他の包括利益累計額合計 74 213

少数株主持分 2,289 2,213

純資産合計 20,474 20,615

負債純資産合計 59,827 52,118
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(2)【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

(単位：百万円)

前第３四半期連結累計期間
(自 平成24年１月１日
　至 平成24年９月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成25年１月１日
　至 平成25年９月30日)

売上高 59,827 60,232

売上原価 48,504 49,620

売上総利益 11,323 10,612

販売費及び一般管理費 9,689 9,396

営業利益 1,633 1,215

営業外収益

受取利息 0 0

受取配当金 15 16

受取賃貸料 58 57

為替差益 － 50

負ののれん償却額 42 0

雑収入 32 36

営業外収益合計 149 161

営業外費用

支払利息 185 151

雑損失 46 28

営業外費用合計 232 180

経常利益 1,550 1,196

特別利益

固定資産売却益 0 9

受取補償金 113 －

国庫補助金等受贈益 173 －

負ののれん発生益 50 29

その他 1 3

特別利益合計 339 42

特別損失

固定資産除売却損 27 117

減損損失 79 －

投資有価証券評価損 65 －

その他 3 28

特別損失合計 175 145

税金等調整前四半期純利益 1,715 1,093

法人税等 833 550

少数株主損益調整前四半期純利益 881 542

少数株主利益 49 24

四半期純利益 832 518
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【四半期連結包括利益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

(単位：百万円)

前第３四半期連結累計期間
(自 平成24年１月１日
　至 平成24年９月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成25年１月１日
　至 平成25年９月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益 881 542

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 71 152

繰延ヘッジ損益 △9 △11

その他の包括利益合計 61 141

四半期包括利益 943 683

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 894 657

少数株主に係る四半期包括利益 49 26
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【会計方針の変更等】

 (会計上の見積りの変更と区別することが困難な会計方針の変更)

当社及び連結子会社は、法人税法の改正に伴い、第１四半期連結会計期間より、平成25年１月１日以

後に取得した有形固定資産については、改正後の法人税法に基づく減価償却方法に変更しております。

　この結果、従来と同一の方法によった場合と比較して、当第３四半期連結累計期間の営業利益、経常

利益及び税金等調整前四半期純利益はそれぞれ33百万円増加しております。
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【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

※１　四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理については手形交換日をもって決済処理しております。

なお、前連結会計年度末日が金融機関の休日であったため、次の連結会計年度末日満期手形が、連結

会計年度末残高に含まれております。

　
前連結会計年度
(平成24年12月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成25年９月30日)

受取手形 28百万円 ―

支払手形 33 ―

設備関係支払手形 5 ―

　

　２　偶発債務

(1) 保証債務

従業員の金融機関からの借入金に対して、次のとおり債務保証を行っております。

　
前連結会計年度
(平成24年12月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成25年９月30日)

従業員 5百万円 5百万円

　

(2) 先物買入契約

　
前連結会計年度
(平成24年12月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成25年９月30日)

容器 265百万円 199百万円

粗留アルコール 1,693 2,150

原料 58 45

原酒 54 38

輸入原酒 135 238

計 2,207 2,671

　

※３　債権流動化

債権譲渡契約に基づく債権流動化を行っております。

　
前連結会計年度
(平成24年12月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成25年９月30日)

受取手形裏書譲渡残高 765百万円 412百万円

売掛金譲渡残高 4,945 4,780

計 5,711 5,193

上記債権流動化に伴う
買戻義務限度額

1,214 1,170
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(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。な

お、第３四半期連結累計期間に係る減価償却費(のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。)及び

のれんの償却額は、次のとおりであります。

　
前第３四半期連結累計期間
(自　平成24年１月１日
 至　平成24年９月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成25年１月１日
 至　平成25年９月30日)

減価償却費 1,759百万円 1,470百万円

のれんの償却額 46 47

　

(株主資本等関係)

前第３四半期連結累計期間(自 平成24年１月１日 至 平成24年９月30日)

　配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年３月22日
定時株主総会

普通株式 456 ７ 平成23年12月31日 平成24年３月23日 利益剰余金

　

当第３四半期連結累計期間(自 平成25年１月１日 至 平成25年９月30日)

　配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成25年３月22日
定時株主総会

普通株式 439 ７ 平成24年12月31日 平成25年３月25日 利益剰余金

　

EDINET提出書類

オエノンホールディングス株式会社(E00397)

四半期報告書

17/22



(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間(自 平成 24年１月１日 至 平成24年９月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 (単位：百万円)

　

報告セグメント
その他
(注)１

調整額
(注)２

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)３

酒類
加工用
澱粉

酵素
医薬品

不動産
バイオエ
タノール

合計

売上高 　 　 　 　 　 　 　 　 　

 (1) 外部顧客に
　　 対する売上高

53,263 2,920 2,555 292 755 59,787 40 ― 59,827

 (2) セグメント間の
    内部売上高又は振替高

1 ― ― ― ― 1 ― △1 ―

計 53,264 2,920 2,555 292 755 59,788 40 △1 59,827

セグメント利益又は
セグメント損失(△)

750 151 544 207 △32 1,622 10 ― 1,633

(注) １ 「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、倉庫業・荷役業等であります。

２ 調整額は、セグメント間の取引消去であります。

３ セグメント利益又はセグメント損失は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　（固定資産に係る重要な減損損失）

「酒類」セグメントにおいて、将来の利用が見込まれなくなった遊休資産の帳簿価額を回収可能価額

まで減額し、当該減少額を減損損失として特別損失に計上しております。なお、当該減損損失の計上額

は、当第３四半期連結累計期間においては79百万円であります。

　

　（重要な負ののれん発生益）

「酒類」セグメントにおいて、連結子会社の株式を追加取得したことに伴う負ののれん発生益を特別

利益に計上しております。なお、当該負ののれん発生益の計上額は、当第３四半期連結累計期間におい

ては50百万円であります。

　

Ⅱ 当第３四半期連結累計期間(自 平成25年１月１日 至 平成25年９月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 (単位：百万円)

　

報告セグメント
その他
(注)１

調整額
(注)２

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)３

酒類
加工用
澱粉

酵素
医薬品

不動産
バイオエ
タノール

合計

売上高 　 　 　 　 　 　 　 　 　

 (1) 外部顧客に
　　 対する売上高

52,824 3,156 3,034 286 879 60,181 51 ― 60,232

 (2) セグメント間の
    内部売上高又は振替高

2 1 ― ― ― 3 ― △3 ―

計 52,826 3,157 3,034 286 879 60,185 51 △3 60,232

セグメント利益又は
セグメント損失(△)

115 23 951 201 △82 1,208 6 ― 1,215

(注) １ 「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、倉庫業・荷役業等であります。

２ 調整額は、セグメント間の取引消去であります。

３ セグメント利益又はセグメント損失は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　（重要な負ののれん発生益）

「酒類」セグメントにおいて、連結子会社の株式を追加取得したことに伴う負ののれん発生益を特別

利益に計上しております。なお、当該負ののれん発生益の計上額は、当第３四半期連結累計期間におい

ては29百万円であります。

　

３．報告セグメントの変更等に関する事項

会計上の見積りの変更と区別することが困難な会計方針の変更に記載のとおり、法人税法の改正に伴

い、第１四半期連結会計期間より、平成25年１月１日以後に取得した有形固定資産については、改正後

の法人税法に基づく減価償却の方法に変更したため、報告セグメントの減価償却の方法を改正後の法人

税法に基づく方法に変更しております。

当該変更により、従来の方法に比べて、当第３四半期連結累計期間のセグメント利益が「酒類」で23

百万円、「加工用澱粉」で０百万円、「酵素医薬品」で０百万円、「その他」で０百万円増加し、セグ

メント損失が「バイオエタノール」で９百万円減少しております。

　

　

(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　

項目
前第３四半期連結累計期間
(自 平成24年１月１日
至 平成24年９月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成25年１月１日
至 平成25年９月30日)

１株当たり四半期純利益金額 12円 89銭 8円 26銭

(算定上の基礎) 　 　

四半期純利益金額(百万円) 832 518

普通株主に帰属しない金額(百万円) ― ―

普通株式に係る四半期純利益金額(百万円) 832 518

普通株式の期中平均株式数(千株) 64,541 62,755

(注)　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　

(重要な後発事象)

当社の連結子会社である富久娘酒造株式会社が製造する商品において、醸造アルコールの不適切な使

用、規格外米の不適切な使用があり、特定名称酒（吟醸酒、純米酒、本醸造酒）に該当しない清酒に特

定名称酒と表示違反し、また、米だけの酒にも表示違反し、販売していた事実が判明いたしましたの

で、平成25年11月11日に対象商品の自主回収を行うことを決定し、公表いたしました。

　なお、今回の自主回収に伴う当社グループの連結業績に与える影響につきましては、現在精査中であ

ります。

　

２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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新日本有限責任監査法人

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士　　藤　　原　　　　　明　　㊞

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士　　山　　口　　俊　　夫　　㊞

指定有限責任社員
業務執行社員

　
公認会計士　　本　　間　　愛　　雄　　㊞

独立監査人の四半期レビュー報告書

　

平成25年11月12日

オエノンホールディングス株式会社

取締役会　御中

　

　

　

　

　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているオ
エノンホールディングス株式会社の平成25年１月１日から平成25年12月31日までの連結会計年度の第３四半
期連結会計期間(平成25年７月１日から平成25年９月30日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成25年１月
１日から平成25年９月30日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連
結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レビューを行った。
　
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して
四半期連結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示の
ない四半期連結財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用す
ることが含まれる。
　
監査人の責任
当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務
諸表に対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半
期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。
四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実
施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国にお
いて一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定され
た手続である。
当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。
　
監査人の結論
当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公
正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、オエノンホールディングス株式会社及び連
結子会社の平成25年９月30日現在の財政状態及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績
を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。
　
強調事項
重要な後発事象に記載されているとおり、会社の連結子会社である富久娘酒造株式会社は、平成25年11月
11日に一部の商品の自主回収を行うことを決定している。
　当該事項は、当監査法人の結論に影響を及ぼすものではない。
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利害関係
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上
　

 

(注) １．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期

報告書提出会社)が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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